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それを促す社会であるという（pp. 323 ― 324）．本
書からは貧困にある人々の生きるための必死の奮
闘が伝わってくる．しかし，その闘いに敗北せざ
るをえない社会背景や市場の問題がある．それに
対応するため，著者は「強い」社会政策，具体的
には，住宅手当や子どもの養育費用，子育て支援
サービスの充実等を指摘する（p. 326）． 
 　『貧困の戦後史』をみるということは，個人的
に現れる貧困を社会的にみることであり，そのこ
とによって，貧困問題の本質的な理解ができるの
であり，それを前提にした貧困対策が求められる
ということを教えてくれる．そういう意味で，実
は本書は自助努力一辺倒の生活困窮者自立支援事
業，繰り返される生活保護基準の切り下げ等，現
在の表層的な貧困対策への大きな警鐘でもある． 
